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五
領

の
自

然

を

守

る

三
世
代
が

一
緒
に
住
め
る
街
づ
く
り

「
市

長
と

語

る
タ

ウ

ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

に

つ
い

て
は
、
高
槻
市
が
今
後
進
め

る
施
策
に
つ
い
て
、
各
地
区

か
ら
の
意
見
を
反
映
し
よ
う

と
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

五
領
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。冒

頭
、
行
政
側
、
地
元
各

団
体
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
高

槻
市
長
、
連
合
自
治
会
長
の

挨
拶
が
あ

っ
た
後
、
地
区
紹

介
の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。

そ
の
後
、
二
つ
の
テ
ー
マ
で

の
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
ｃ

第

一
の

「
高
槻
市
の
人

口
増
加
に
繋
が
る
提
言
に
つ

い
て
」
は
、
未
就
園
児
童
が
、

私
立
幼
稚
園
や
、
保
育
所
を

選
ば
れ
る
方
が
増
え
、
公
立

幼
稚
園
の
定
員
割
れ
が
生
じ

て
お
り
、
三
年
保

育
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
通
園
バ
ス

や
、
延
長
保
育
、
給

食
等
も
検
討
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
市

長
か
ら
は
、
子
供

さ
ん
の
為
の
保
育

と
の
認
識
に
立
ち

国
、
民
間
施
設
と

の
調
整
を
図
る
旨
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

第
二
の

「私
た
ち
地
域
住

民
が
で
き
る
こ
と
、
や
つ
て

い
る
事
、
や
っ
て
み
た
い
事
」

で
は
、
梶
原
の
新
駅
、
新
名

神
に
よ
る
地
域
の
分
断
、
梶

原
の
里
山
の
自
然
保
護
に
つ

い
て
の
意
見
と
共
に

「
三
世

代
が

一
緒
に
住
め
る
ま
ち
」

づ
く
り
の
必
要
性
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、道
路
に
つ
い

て
は
安
全
面
を
し
つ
か
り
す

る
、五
領
で
の
世
代
間
交
流
に

感
謝
し
、三
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー

定
住
支
援
事
業
を
進
め
た
い
、

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

五
領
地
区
の

「市
長
と
語

る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

が

一
月
二
十
日
五
領
公
民
館

で
行
わ
れ
、
「
高
槻
市

の
人

口
増
加
に
繋
が
る
提
言
」
と

「
私
た
ち
地
域
住
民
が
で
き

る
こ
と
、
や

っ
て
い
る
事
、

や
っ
て
み
た
い
事
」
の
二
つ

を
テ
ー
マ
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

イ
″
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結成30周年大会行う
思い出残る活動を紹介

希
望
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
展
も
開
催

ニ
ア
を
大
切
に
し
た
今
日
的

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
も
の

で
し
た
。

中
原
武
連
合
自
治
会
長

は
、
歴
代
役
員
へ
の
謝
意
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
連
合

自
治
会
の
発
足
と
活
動
に
触

れ
、
三
十
年
た

っ
た
今
日
、

「
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
す
ば

ら
し
い
五
領
の
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
創
り
を
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
高
槻

市
副
市
長
・倉
橋
隆
男
さ
ん
、

高
槻
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民

会
議
議
長

・
高
須
賀
嘉
章
さ

ん
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

（二
、
三
面
関
連
記
事
）

五
領
地
区
連
合
自
治
会

が
、
本
年
結
成
三
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
記
念
の
大
会
が
、

三
月

一
日
、
第
二
十
四
回
五

領
文
化
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
先
駆
け
五
領
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
冒
頭
、
昭
和

五
十
九
年
結
成
当
時
か
ら
の

思
い
出
に
残
る
写
真
で
構
成

さ
れ
た

「
記
念
ス
ラ
イ
ド
」

が
放
映
さ
れ
ま
し
た
が

「地

域
に
根
ざ
し
た
、
庶
民
文
化

の
興
隆
」
を
テ
ー
マ
に
ま
と

め
ら
れ
、
十
七
回
と
な
つ
た

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
二
十
四

回
を
数
え
る

「
文
化
展
」
、

環
境
美
化
、
健
康
ル
ネ
サ
ン

ス
、
一そ
し
て
、
子
ど
も
と
シ

第 32号

平成26年 3月 25日

発行所

五領地区連合自治会
自由自由ロ

-
■●■■

五簑基嘔璽合台i菫肇



平成26年3月25日 五領地区連合自治会だより /`、 ヽ
乙ヽツ

疵
ご
挨
拶

年

連
合
自
治
会
結
成
三
十
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
結
成
当
時
、
活
動
拠
点

も
無
い
中
、
先
輩
た
ち
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
と
中
消
防
署
五
領
出

張
所
に
救
急
車
を
配
備
す

る
こ
と
な
ど
当
面
の
課
題

を

一
つ
ず
つ
取
り
組
ま
れ

一

ま
し
た
。
初
代
会
長
の
中

一―
・

川
宗

一
氏
や
現
在
高
槻
市

ユ雪

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議

一
り

議
長
の
高
須
賀
嘉
章
氏
ら

，た

が
、
高
槻
市
や
大
阪
府
に
　
、い

，
■
Ｌ

毎
週
の
よ
う
に
陳
情
に
出
一」
・

向
き
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ

「
一く

て
、救
急
車
の
配
備
や
「
五

■
寸

領
公
民
館
」
の
建
設
は
、　
―
．

四
年
を
待
た
ず
に
達
成
さ

一ｔ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一ｔ
不

現
在
の
活
動
は
、
人
の
４本

喜
び
や
つ
な
が
り
を
ど
う

作
る
か
と
い
う
こ
と
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
市

民
生
活
を
幸
せ
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
一
人

連
合
自
治
会
会
長
・申
・薔塚
　
塾島
さ
ん

一
人
が
自
ら
希
望
を
生
み
出

す
力
を
つ
け
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら

連
携
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

五
領
地
区
で
は
、
「
地
域

の
未
来
は
　
子
ど
も
た
ち
の

未
来
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
未

来
を
―
子
ど
も
た
ち
を
―

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
地
域

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

も
う

一
点
は
、
文
化
活
動

で
す
。
特
に
庶
民
の
、
地

域
に
根
差
し
た
文
化

・
教

育
の
活
動
は
、
人
々
に
深

い
つ
な
が
り
と
生
き
る
勇

気
を
生
み
出
す
源
泉
に
な

り
得
る
と
い
２ヽ
夫
感
で
す
。

と
も
か
く
私
自
身
、
皆

様
と
と
も
に
活
動
し
て
き

て
思
う
こ
と
は
、
多
く
の

人
た
ち
と
の
出
会

い
か

ら
、
多
く
の
も
の
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

連
合
自
治
会
は
、
三
十
歳

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

青
年
で
す
。
皆
様
と
と
も
に

素
晴
ら
し
い
五
領
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作

っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高
槻
市
長
沖凛
ｍ
【酬剛
申
｛
さ

ん

五
領
地
区
連
合
自
治
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
た

び
結
成
三
十
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
連
合
自
治
会
は
、
本
市

が
人
口
急
増
期
を
経
て
、
都

市
基
盤
の
本
格
的
な
整
備
を

取
り
組
み
始
め
た
昭
和
五
十

年
代
末
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

動
す
る
中
で
、
現
在
で
は
恒

例
と
な
り
ま
し
た
春
の

「
五

領
文
化
展
」
や
夏
の

「
五
領

ふ
る
さ
と
祭
り
」
な
ど
、
多

彩
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

通
し
て
住
民
相
互
の
交
流
を

深
め
、
複
雑
化
す
る
地
域
課

題
の
解
決
や
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

近
年
は
、
本
市
が
取
り
組

む
防
災

・
減
災
対
策
や
少
子

元
気
な
地
域
づ
く
り
を

高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
い
っ

た
様
々
な
課
題
解
決
に
も
大

き
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
皆
様
方
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
昨
年
四
月
に

は
、
市
営
バ
ス
上
牧
線
の
運

行
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
三
十
年
間
、
地
域
の

絆
を
育
み
な
が
ら
、
住
み
よ

い
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
歴
代

役
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の

賜
物
と
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。本

市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
「住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、

地
域
の
皆
様
方
と
の
協
働
の

も
と
、
「地
域
に
元
気
が
あ
っ

て
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
連
合
自
治
会

の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
祈
念

い
た
し
ま
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

五
領
地
区
連
合
自
治
会
結

成
三
十
周
年
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
五
領
地

区
の
今
日
の
ご
活
躍
ぶ
り
を

目
に
致
し
ま
す
時
、
歴
代
会

長
は
じ
め
、
役
員
の
皆
々
様

の
ご
労
苦
が
偲
ば
れ
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。

思
え
ば
、
鵜
殿
の
ヨ
シ
原

市
民
会
議
議
長
吉同
箱
編
員
一景
一早
さ
ん

に
象
徴
さ
れ
る
自
然
豊
か
な

五
領
地
区
も
、
上
牧
駅
前
開

発
も
含
め
、
高
槻
市
の
人
口

増
加
の
中
で
、
多
く
の
友
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

友
と
旧
来
の
住
宅
が

一
体
と

な
っ
て
街
づ
く
り
を
は
じ
め

よ
う
と
し
た
経
緯

の
な
か

で
、
中
川
初
代
会
長
の
存
在

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

同
じ
地
区
の

一
員
と
し
て

私
も
、
命
を
守
る
視
点
か
ら

の

「
五
領
消
防
出
張
所
の
救

急
車
の
整
備
」
や
、
地
域
活

イ
デ
ィ
ア
光
る
諸
活
動

動
の
拠
点
と
な
る

「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
」

な
ど
、　
一
緒
に
陳
情
活
動
を

行
い
ま
し
た
。特
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
の
用
地
確

保
に
は
、
自
ら
府
ま
で
交
渉

に
当
た
る
な
ど
情
魏
的
な

一
面

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
五
領
地
区
に
あ
っ

て
は
、
中
原
現
会
長
を
中
心

に
、
ア
イ
デ
ア
光
る
地
域
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
や

「
文

化
展
」
に
も

一
工
夫
を
加
え
、

シ
エ
ア
と
子
供
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
活
動
や
、
小
学
校

の
芝
生
育
成
な
ど
は
、
仲
秋

月
見
会
を
含
め
、
高
く
評
価

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
、
五
領
地
区
は
交
通
の

要
衝
地
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
新
名
神
や
十
高
な
ど
を

始
め
、
大
き
く
地
域
が
変
わ

る
様
相
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。
ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
皆
様
の
力
を
結
集
さ

れ
、
地
域
が
よ
き
発
展
を
遂

げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
切
望

し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

ず

ｔ
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五領公民館完成

昭和63年 4月 、要望してきた地域活動の拠点のコミュニティセン
ターが五領公民館 (五領コミュニティセンター)と して完成した

平成元年、不法屋外広告物撤去として市でも先  昭和61年からスター ト、現在も続 く行事。その
駆的に取り組む。現在では、年 2回環境美化デー ほか、工場見学も行った       ~~
にあわせて行っている

軋

陳

情

活

動

昭
和
五
十
九
年
二
月

の
連
合

自
治
会
発
足
総
会

で
、
五
領

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、

五
領
消
防
出
張
所

へ
の
救
急
車

の
配
備
を
掲
げ

ス
タ
ー
ト
。
市

幹
部
と
の
懇
談
や
、
陳
情
を
行

い
ま
し
た
。
（陳
情
風
景
、
右
端

が
中
川
初
代
会
長
）
（昭
和
六
十

年
に
配
備
さ
れ
た
救
急
車
）

平
成
二
年
に
ス
タ
ー
ト
、
現

在
は
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
の

愛
称
で
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
テ
ー
ジ

で
の
発
表
も
行

っ
て
い
る
。
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第 1回、五領ふるさと祭を紹介した自治会だより

螢
て
ヽ
Ｒ

ι

ヽ
．
崚
ス
全
‘
贅
Ц
薔
菫

‘
■
０
贅
マ

●
‘
０

螢
綺

，
‥

一
●
．

，
，

オ
′
去
・全
や
千
嗅
●
ア
●
ア

，
＾
０
１
１

ン
●
′
―
●
１

●
Ｉ

´
ｔ
．
ヽヽ

．■
■

，
‘
―
ヽ
一
〓
，

，
，

，

妙

天

メ
辛
興

Ｌ
Ｏ
つ

，
そ
颯
‘
薔
に
ヽ

■■ヽ ■0■ 人ヽ,

‐■■のため!1■|:ヽす

`」

・やヨー
=

め

・―
模
ヽ
ょ

・
ヽ
打
崚

幸
葡
・鰤赫編

場
●
と

ル
Ｌ
会

一

１

ヽ

一
恭
由
乃

卜

７

ル

■

●
ゴ

ー
ゲ
後
ド

Ｌ
の
′

・
日
そ
”

ｉ
　
ｔ
・，．ラ

昭和60年
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近 くは、 グ
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平成26年3月25日 五領地区連合自治会だより (4)

平
成
二
十
五
年
度
の
行
事

連
合
自
治
会
と
関
係
国
体

の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

定

期

総

会

昨
年
五
月
十
二
日
、
連
合

自
治
会
第
二
十
九
回
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
四

年
度
の
事
業
報
告
、
同
決
算

報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
平

成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画

案
、
同
予
算
案
等
を
審
議
し
、

採
択
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
、

会
長
に
中
原
武
、
副
会
長
に
高

須
筵
塁
量
量

昔甲
春
圧
大
、
塩
見

勝
弥
、
事
務
局
長
に
田
所
順

子
、
会
計
に
宮
本
佳
幸
、
監
査

に
、
御
本
正
、
前
川
季
也
の
各

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

五
領
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

七
月
二
十
七
日

一第
十
七

回
五
領
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
、

五
領
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は

①
金
光
大
阪
―

チ

ア
リ
ー

デ
イ
ン
グ
部
、
ダ
ン
ス
部

②
大
正
琴

（ド
リ
ー
ム
）

③
和
太
鼓
天
晴
座

④
沖
縄
三
線

⑤
千
人
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

第
二
部
の
盆
踊
り
は
、

靖
月
会
、
高
槻
江
州
音
頭

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
音
頭

に
の
っ
て
五
領
な
ら
で
は
の

盆
踊
り
。
江
州
音
頭
、
河
内

音
頭
、
炭
坑
節
、
高
槻
音
頭

な
ど
を
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
会
と
学
校

・

Ｐ
Ｔ
Ａ

・
子
供
た
ち
に
よ
る

模
擬
店
で
は
、
焼
き
そ
ば
、

カ
キ
氷
、
金
魚
す
く
い
、
わ

た
が
し
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

等
に
加
え
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
な
ど
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

濱
田
市
長
、
教
育
長
、
市

民
会
議
議
長
、
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
等
の
来
賓
が
来
ら

れ
、
代
表
か
ら
の
挨
拶
の
あ

と
、
ス
タ
ー
ト
の
花
火
点
火

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

▼
盆
踊
り
、
夏
祭
り
に
協
賛

一
方
、
本
年
度
も
、
淀
の

原
や
、
エ
ン
ゼ
ル
ハ
イ
ム
自

治
会
で
の
盆
踊
り
や
夏
祭
り

に
連
合
自
治
会
も
協
賛
し
ま

し
た
。健

康

増

進

一

▼
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム

四
月
十
四
日
、
上
牧
小
学

校
で
、
芝
生
広
場
春
の
祭
典

と
し
て
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
デ
ィ
ス
コ
ン
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
卓
球
の
ス
ポ

ー
ツ
の
ほ
か
、
健
康
推
進
リ

ー
ダ
ー
の
協
力
の
も
と
、
健

康
測
定
や
、
食
事
バ
ラ
ン
ス

が
分
か
る
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

も
登
場
。

▼
三
世
代
食
育
講
座

夏
休
み
の
八
月
三
日
に

「孫
世
代
と

一
緒
に
ク
ッ
キ

ン
グ
☆
三
世
代
食
育
講
座
」

が
行
わ
れ
、
栄
養
士
に
よ
る

楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
、
調
理
実

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

献
立
内
容
は
、
①
主
食

・

元
気
の
源
ご
飯
②
主
菜

・
秘

密
が

一
杯
肉
団
子
③
汁
物

・

根
菜
も
り
も
り
彩
リ
ス
ー
プ

④
お
や
つ
・
ほ
っ
こ
り
き
な

粉
の
せ
ん
べ
い
。

防

犯

活

動

▼
防
犯
委
員
研
修

九
月
二
十
四
日
、
平
成

二
十
五
年
度
防
犯
委
員
研
修

が
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
関
西
学
院
大
学

の
池
埜
聡
教
授
。
「
犯
罪
被

害
に
遭
う
こ
と
―
米
国
コ
ロ

バ
イ
ン
高
校
、
そ
し
て
付
属

池
田
小
学
校
の
ご
遺
族
と
の

交
流
か
ら
」
を
テ
ー
マ
で
講

演
。
一犯
罪
被
害
者
の
痛
み
を

知
り
、
犯
罪
被
害
者
が
被
害

か
ら
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

▼
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

十
月
十

一
日
「全
国
地
域

安
全
運
動
高
槻
市

・
島
本
町

防
犯
大
会
」
が
″
み
ん
な
で

力
を
あ
わ
せ
て
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
″
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
、
防
犯

委
員
の
代
表
が
参
加
し
ま
し

た
。今

回
の
大
会
で
は
、特
に
、

高
槻
署
が
特
殊
犯
罪
の
被
害

が
多
い
こ
と
か
ら
、「生
活
指

導
班
」が
防
犯
寸
劇
を
通
し

そ
の
撲
減
を
訴
え
ま
し
た
。

地域教育協議会

レ仲秋月見会
9月 21日 、上牧小学校芝生広場

で、仲秋月見会を開催 しました。
“あわただしい日々にあっても、
たまにはこどもたちと共に月と語
るひと時をもちたい"を テーマに
歌三線 (森永博久&Furiend),歌 ラ
イブ (ア ンニョン・クレヨン)が出
演し、月が顔を出すなか歌とお話
とぜんざいのタベとなりました。

PTA協議会
多F  

ぇダ ″・ンデ

>期子カーニバル__
ll月 6日 、五領中学校で「第27

回親子カーニバル」が行われ、“子
どもを守る地域づ くり''を テーマ
に、フー ドコーナー、ゲームコー

ナーが設けられ、連合自治会から
も、食べ物コーナーに参加。“100
円 トン汁 ''と “100円 や きい も"

を販売しました。

▼
歳
末
防
犯
警
戒

各
自
治
会
を
拠
点

に
、

十
二
月
二
十
九
日
、
三
十
日

を
中
心
に
、
歳
末
防
犯
警
戒

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
高
槻

か
ら
中
心
拠
点
の
五
領
公
民

館
に
二
十
九
日
に
激
励
の
訪

間
が
あ
り
ま
し
た
。

目
赤
の
活
動

▼
献
血
推
進
活
動

昨
年
に
続
き
、
九
月
十
四

日
、
金
光
大
阪
中
学
校

・
高

等
学
校
に
献
血
車
を
迎
え
献

血
に
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、阪
急
高
槻
市
駅
ミ

ン
グ
前
な
ど
で
、街
頭
広
報
と

し
て
、
テ
イ
シ
ュ
を
配
布
し
て

啓
発
に
当
た
り
ま
し
た
。

▼
学
域
献
血
の
部
で
感
謝
状

金
光
大
阪
中
学
校

・
高
等

学
校
が
、
高
槻
市
献
血
推
進

協
議
会
創
立
四
十
周
年
記
念

式
典
で
感
謝
状
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

▼
社
資
募
集
の
報
告

活
動
を
支
え
る
資
金
と
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
も
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
八
十
八
万
五
千
九
百

三
十
四
円
集
ま
り
ま
し
た
。

（
高
槻
市
赤
十
字
奉
仕
団

五
領
地
区
連
合
分
団
長

薗
田
建
冶
）


